
樹  滴
放送大学滋賀学習センター

緑豊かな環境 真理のしたたり

第133号

文 部 科 学 省 認 可 通 信 教 育
( 第 4 種 　 定 形 外 郵 便 )
令 和 6 年 1 0 月 発 行

〒520-2123
滋賀県大津市瀬田大江町横谷１－５
龍谷大学瀬田キャンパス４号館１階

TEL.077-545-0362
FAX.077-545-2096

https://www.sc.ouj.ac.jp/center/shiga/

目　　次
「フィリピン：愛校心とバスケットボール」（滋賀学習センター所長　平井　肇） 

「歴史研究者の“密かな愉しみ”－大河ドラマをめぐってー」（滋賀学習センター客員教授　京樂   真帆子）

「謝　辞」(教養学部　人間と文化コース　佐藤　千穂 ) 

卒業生のことば、卒業生・入学生の状況

セミナーのご案内

事務室からのお知らせ

1

2

5

7

4

3



Shiga Study Center, The Open University of Japan 樹滴第133号

フィリピン：愛校心とバスケットボール

滋賀学習センター所長

　今回は、フィリピンのスポーツを取り上げますが、皆さんはこの国のスポーツについてどんな印象をお持ち
ですか。フィリピンといえば昔からボクシングが盛んで、世界チャンピオンを多数輩出し、日本のリングでも
フィリピン人ボクサーはお馴染みの存在です。でも、「その他のスポーツは？」となると、ご存知の方は
少ないと思います。私もそうだったので、現地の人に「一番人気があるスポーツは？」と尋ねたところ、
ほとんどの人の返事が「バスケットボール」でした。確かにマニラの街角でも、大人から子供までバスケットボール
に興じる光景をよく見かけました。
　私たちにはあまり馴染みのないフィリピンのスポーツを、あえてここで紹介しようと思ったのは、私の個人的
な体験が大いに関係しているからです。私の専門はスポーツ社会学、スポーツ文化論ですので、国内外で
いろいろなスポーツの現場に足を運んできました。その中でも特に印象に残っている出来事の一つが、実は
この国で観戦した大学の男子バスケットボールのある試合なのです。
　フィリピンを訪れた際、日本に留学経験のある研究者から「この国のスポーツに興味があるなら、アテネオ
大学とデラサール大学のバスケの試合に行くべき。フィリピンの早慶戦ですね。」と言われました。そこで、
私は一人で乗合タクシーと電車を乗り継いで、何とか試合会場にたどり着きました。試合開始前にはすでに
約１万５千人収容できるスタジアムは超満員で、観客席は両校のスクールカラー（アテネオはブルー、デラ
サールはグリーン）で見事に二分されていました。チアリーダーのダンスはもちろん、観客席の通路には
日本の大学の応援団員のような若者がいて、応援歌や手拍子の音頭を取っています。試合が始まるとすごい
盛り上がりで、少し大袈裟ですが、歓声と悲鳴が交互にやってきます。スポーツ社会学者の私は冷静に周り
を観察しようと試みたのですが（笑）、私だけ「よそ者」のようで、疎外感は半端ではなかったです。
　私は料金が比較的安い２階席にいましたが、学生よりもオジサンや家族連れが多いようでした。私はグリーン
のデラサールの中にいたのですが、よく見ると、多くの人が大学のロゴ入りのTシャツやポロシャツを着て、
校旗やタオルを振って応援していました。そして試合が終わると、コート上で選手やコーチ、チアリーダー
が肩を組み、観客もうっとりとした表情で（これは私の主観です）スクールソングを大合唱してお開きと
なりました。私は仕事柄、いろいろな「伝統の一戦」に足を運んで来ましたが、これほど観客全体と選手が
一体化している場を目撃したことはあまりありませんでした。ホテルへの帰り道、暑さと湿気、排気ガスと
騒音の中、あのものすごい盛り上がりの余韻で頭がくらくらしたのを今でも覚えています。
　後日、この試合の観戦を勧めてくれた知人から、この国のスポーツや大学、社会や文化などについてレクチャー
を受けました。重要な点は 2 点。まず、アテネオとデラサールは伝統のある名門校で、卒業生は政治・行政
の分野、実業界で幅広く活躍していて、華麗なネットワーク（OB, すなわちオールドボーイズ・ネットワーク）
を有しているそうです。いわゆるエリート層ですね。彼女によれば「あの人たちは、試合よりも家族や友だ
ちと一緒におそろいのTシャツを着て、スクールソングを歌うためにあの場にいるのよ」とのことでした。「道
理であの盛り上がり・・・・」と、妙に納得。
　２点目は、この国のスポーツや高等教育の基礎は、19世紀末から約50年続いた米国の統治時代に築かれた
そうです。米国発祥のバスケットボールの他にも、庶民の間で人気の高いボクシングやビリヤードなども
米国人が持ち込みました。スポーツをするための制度や組織も、当たり前ですが、米国流です。マニラ首都圏
には、伝統のある８大学で構成された東京六大学に似たリーグがあって、男女20 種目くらいが実施されて
います。私も野球やサッカーの試合を見学しましたが、大学の対抗戦独特の雰囲気があって、なかなかの盛り
上がりでした。
　私は以前から、フィリピンの大学の雰囲気は、東南アジアの他の国のそれと少し違うとの印象を持って
いました。このバスケットボールの試合の観戦と友人の話を通して、スポーツや教育だけでなく社会や文化
全般にわたり、この国では米国の影響が大きいことが理解できました。

平 井　肇
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歴史研究者の“密かな愉しみ”－大河ドラマをめぐってー

滋賀学習センター客員教授 京樂　真帆子

　日曜日の夜は、家族そろってNHKの大河ドラマを見るのが子どもの頃の習慣だった。私の記憶に残る一番古い
大河ドラマは、1966年放送の「源義経」。モノクロ映像とはいえ、緒形拳（以下、俳優さんへの敬称略）演じる
弁慶の立ち往生が衝撃的で、幼児の私は熱を出して寝込んでしまったらしい。が、それでも、弁慶と聞いて私が
イメージするのは、あのドラマでの緒形拳の立ち居振る舞いである。
　 大河ドラマは毎週の放送なので、単発の映画などよりも、登場人物のイメージが頭に残りやすいのだろう。現在、
歴史研究者となった私は、歴史史料を読む時、そこに出て来る人物を大河ドラマで演じた俳優の姿で思い浮かべて
しまう。
　 たとえば、織田信長は、高橋幸治。1965 年（「太閤記」）と1978年（「黄金の日々」）に、信長を演じている。
私の記憶に残っているのは、無表情に残酷な指示を出す後者である。その後、藤岡弘（「おんな太閤記」1981年・
「春日局」1989年）、高橋英樹（「国盗り物語」1973年）や岡田准一（「どうする家康」2023年）など、多くの俳優が、
それぞれに解釈された信長を演じている（計19 作品、17人になるらしい）。染谷将太（「麒麟がくる」2020 年）
の狂気をはらむ信長像も見事だったが、私の頭の中では、今も“高橋幸治”信長が続いている。
　 一方、私にとっての北条政子は、長らく岩下志麻（「草燃える」1979 年）であった。キリッとした顔立ちと
ハキハキした口調が、尼将軍に相応しい。が、最近、これが小池栄子（「鎌倉殿の13人」2022年）に替わってきた。
この40年ほどの間にジェンダー史研究が深まり、私自身も女性管理職の多様なあり方を理解できるようになって
きたからだろう。
　 いずれにせよ、ドラマの登場人物の影響を受けながら歴史を考えるのは、愉しい。無責任に、愉しい。自分が
専門とする時代でなければ・・・。
　 そこへ、今年の大河ドラマ「光る君へ」である。こんな調子だから、摂関期にフォーカスする初めての大河
ドラマが始まる前は、心配だった。このドラマを視聴することで、私の平安時代イメージが、研究者として致命的
なほどに動揺してしまうのではなかろうか、と。
　 中でも不安だったのは、藤原実資を秋山竜次が演じることである。実資の日記『小右記』を使って研究を
している私にとって実資とは、神経質で細かいこと（特に、他人の失敗）が気になり、それを逐一日記に書き記
すエキセントリックなところがあるが、人前ではそれを隠していて、他人の評判を気にしながら、様々な記録を
整理整頓して頭の中でデータベース化し、教えを請われると的確に回答する、同僚に一人はいてほしい優秀な
人だけど、日常的に交流する友人にはなりたくない、という人物である。その姿は、細身でこめかみに青筋が立っ
ている、というイメージであった。
　 が、ドラマが始まって、「こういう実資もアリかもしれない」と思うようになった。今では、『小右記』を読むと“秋山”
実資が、「不可解、不可解」と言ってくるようになってしまった。これはこれで、愉しい。
　 さて、藤原道兼（演者：玉置玲央）以外に誰も現場にいなかった、花山天皇（演者：本郷奏多）譲位のエピソード
（第10 回「月夜の陰謀」2024年 3月10日放送）。実資や道長のように、道兼も日記を書いていただろうと思わ
れるのだが、現在に伝わっていない。そもそもあのクーデターを、子孫に政務事情を伝えるために記録する日
記に、当事者が書くわけないだろう。ということは、譲位の正確な記録はどこにも存在しないことになる。
　 残念ながら、この日の『小右記』は、現在に伝わらない。実資ならば、蔵人頭（天皇の筆頭秘書官）たる自分が
天皇譲位の事実を翌朝知ったことに、憤慨しただろう。そして、あの晩に何があったのか、ありとあらゆる
人脈を駆使して情報収集をし（道兼の家司や牛車の牛童）あたりをつつくと、きっと何かが出て来る）、彼なりの
推測を日記に記録していたのではなかろうか。と、架空の日記を書き綴る、“秋山”実資の姿が目に浮かぶ。
　 などと考えることが出来るのだから、やっぱり、歴史ドラマは愉しい。　

ふじわらのさねすけ しょうゆうき

ふじわらみちかね

くろうどのとう

けいし ぎっしゃ うしわらわ
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卒業生代表 佐藤 千穂
教養学部　人間と文化コース

　記録的な猛暑からの残暑もようやく落ち着きつつあるこの頃、
本日は私たちのためにこのような立派な式典を挙行していただ
きまして、誠にありがとうございます。
　卒業生を代表いたしましてひとことお礼の言葉を申し上げます。
　私が放送大学の学生になったのは１９９７年の春でした。一緒
に始めた父親は数年で離脱しましたが、私はずっと続けているう
ちに気づけば四半世紀を超え、今回で 6 コースを全て卒業するこ
ととなりました。
　最初に履修した科目は「宇宙観の歴史と人間」でした。学習
センターの再視聴室でビデオを見たり、貸し出しを利用したりし
ておりました。センターに来る機会も多く当時の所長さんが気さく
に声をかけてくださって再視聴室について教えていただいたりもしました。当時は地方では全科履修生に
なれなかったため、卒業のための単位取得を考えることもなく、興味をひかれる科目を選んでいました。
その後全国で全科履修生に入学できるようになり、その半年後に学士入学しました。最初はそれまで履修し
ていた科目の流れで自然の理解専攻を選びました。楽しく学べた科目もあれば、難しくて苦労した科目も
たくさんありつつなんとか 1 回目の卒業に辿り着きました。その後は以前から興味のあった心理学を学んで
みたくて心理と教育コースに再入学しました。さらにその流れで生活と福祉コース、続いて情報コース、
社会と産業コースを卒業いたしました。6つめの人間と文化コースは、最後だから 6 年ぎりぎりまで居座ろう
と考えて、卒業要件を満たしてしまわないようにと気になる科目があっても我慢してきました。そのあたり
の科目はこれから履修していく予定です。
　また面接授業も受けました。途中から職場の休日の変更で週末は受けにくくなり、滋賀や京都、奈良以外に、
名古屋、東京、埼玉、岡山と遠征しました。心理学実験で埼玉や東京に夜行バスで毎週通った時期もありま

した。学習センターによって建物や学生控室の様子が様々なのも楽しみ
のひとつで、行く先々で興味津々でうろうろしていました。今はない世
田谷の学習センターは、昭和の学校のような雰囲気があって特にお気に
入りでした。授業が終わってから、隣の公園で散歩する人たちを眺めな
がらひと休みしていたのも良い思い出です。
　この間に視聴方法の選択肢も増えました。再視聴室でビデオテープを
借りていた頃は、返却日間際に慌てて視聴することも多々ありました。
その後、放送授業が視聴できるということでケーブルテレビに加入して
からは、録画を溜め込むようになりました。さらにネット配信でいつで
も視聴できるようになってからは視聴を引き延ばしがちでますます予定

通りに進まなくなりました。私のような意志が弱い者には、自宅でいつでもできるというのは逆にハードル
が高くなるものだと反省しつつも、改められないまま来てしまいました。
　期末試験もコロナ禍で自宅受験になり、さらにWｅｂ試験になりました。仕事を休めず試験を受けられな
いこともあったのですが、科目選択の際に試験日を気にする必要がなくなりました。しかし、試験日に多く
の人で賑わう学習センターで学生気分を味わうのが大きな楽しみでしたので、その機会がなくなったのは寂
しい限りです。
　これからは選科履修生として、また最初の頃のように気ままに、好きな科目を楽しく学んでいきたいと思い
ます。今後も30年、40年とマイペースに続けていくのが目標ですので、皆様方、今後ともどうぞよろしくお
願いいたします。
　最後になりましたが、放送大学滋賀学習センターの益々のご発展と、大変お世話になりました皆様のご健
勝をお祈りいたしまして、謝辞とさせていただきます。本日は誠にありがとうございました。
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令和 6年度　第１学期　卒業生のことば

令和 6 年度　第１学期　卒業生、第２学期　入学者の状況

2024 年度第 1学期に卒業される皆さんからメッセージをいただきました。

令和 6年度第１学期卒業生 ＜教養学部＞

生活と福祉コース
社会と産業コース
自然と環境コース
心理と教育コース
人間と文化コース
情報コース

　3名
　0名
　1名
　3名
　2名
　0名

合    　 計　　9名

　今年度、第１学期は９名の方が放送大学を卒業されました。
　また、第２学期に滋賀学習センターへ入学された方は、９月
末現在で１４１名になりました。　
　年代別にみると、２９才以下＝４１人、３０代＝２０人、
４０代＝２７人、５０代＝２１人、６０才以上＝３２人となり
ました。
　ちなみに、入学者の最高齢は８７才で、平均年齢は４３才でし
た。職種別では人数の多い順に、教員（３０名）、会社員等（２１
名）、公務員・団体職員等（２２名）、看護師等（６名）、パートタ
イマー（８名）などとなりました。

　退職して１４年、３コースを認定をいただいた。当初は６０
歳代。必死で七つ取得。そして後半は、二つがやっと終わった。
昨日読んだ教科書も、朝には忘れてた。７０歳代、( 聞いて )
( 読んで )( 書いて )( しゃべって ) と。この ( しゃべる ) を夕
食刻に妻を相手にたびたび「それ何、何のこと」質問に窮す
るも度々、入学の日に駐車場で待ってもらっていた日が懐かし
い。「待ちくたびれた！」妻は４年遅れで退職、今は「宝塚」「ス
ケッチ」「ボランティア」と忙しい。さて、私の「次の旅は」。放大
のスタッフありがとう。偉い先生の給金を削って若い人に廻
してもらおう。要求していきましょう。これが１４年間学ん
だことです。

生活と福祉コース　松原　 茂

「さて、次の旅先は…」
　自分の望みや家族の事情から転居を繰り返してきた。学習
センターもその都度かわり北海道、新潟、岩手と転々としてい
る。滋賀学習センターは４か所目である。
　テストや試験の成績は芳しくないのだが学校と称するところ
を嫌いになったことはない。改めて継続入学して生涯「学生」と
して過ごしたい。

人間と文化コース　大森  佐一郎

「卒業に寄せて」

　数十年ぶりの勉強。錆び付いた頭をフル回転させ、なんとか
卒業まで辿り着くことができました。
　家族や職員の皆様のサポートにも感謝しています。まずは
始めてみること、そして、少しずつでも続けてゆくことが大切
なのだな、と改めて実感しました。

心理と教育コース　匿名　

「卒業に寄せて」
　育児と仕事、学業と慌ただしく過ぎた２年半でした。専門
学校時以来の学校生活は、過ぎてしまうととても充実した時
間でした。
　最後までやり切って卒業という一区切りをつけられて、改め
て時間の意味について考えました。卒業おめでとう、自分。

心理と教育コース　匿名

「久しぶりの卒業」

　いつの間にか２７年半が過ぎて、今回で全コース卒業となり
ました。ここまで辿り着けたことを嬉しく思います。なじみの
なかった分野を含め、様々な未知のことに触れて世界が広がり、
学ぶことの楽しさを知ることができました。ありがとうござい
ました。

人間と文化コース　佐藤  千穂

「６度目の卒業に寄せて」

　還暦後は「良く学び･遊び・皆仲良く元気で・活き活き！」
とし、１２年受講し今回５度目の卒業です。学友会で文化祭・
見学会等の活動で先輩・友人等から多様な考えを得て人
生が豊かになり、７２歳でゴルフベストスコア越えの元気
もあり。多くの友・家族に感謝し、６度目の卒業目指し学
び続けます。

自然と環境コース　福田　克己

「『元気で活き活き！』放送大学」

　学ぶ喜び、先生や仲間達との交流の楽しさに惹かれ気付ば
16年、今回4つ目の学位を頂く事が出来ました。
　80歳を区切に今後は卒業生として関わらせて頂ければと
願っています。放送大学は充実した日々を与えてくれました、
感謝の気持ちで一杯です。有難うございました。

生活と福祉コース　山田　正子

「充実した16年」
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【栄華物語を読むセミナー】女性の視点からみた平安時代史
京樂　真帆子　先生

　『栄華物語』は、平安時代約200年間
の貴族社会の様子を、仮名を使って
物語風に描いた歴史物語です。前半部分
は、赤染衛門が書いたと言われています。
その物語を歴史学研究の立場から輪読
していきましょう。

セミナー
のご案内

所長・客員教員が開催する学びの場です。原則として滋賀学習センター所属の
学生が参加できます。（申込要）
以下の日程が変更になる場合は、滋賀学習センターウェブサイト及び掲示板で
お知らせしますのでご注意ください。

【スポーツ文化論セミナー】世界のスポーツと身体文化
平井　 肇　所長

　現代社会におけるスポーツの社会・
文化的な意義と役割について、比較
文化論と地域研究の視点から分析・
考察します。スポーツ好きがスポーツ
について気軽に語り合う場です。

【基礎化学セミナー】身の回りの化学
糟野　潤　先生

　身近な生活の中には化学が深く
関わっています。化学の基本である
「元素の周期表」が完成する前から、
化学の研究は盛んに行われてきました。
演示実験にいくつか取り組んで、化学
の世界を楽しんでください。

10月  6日
11月17日
12月15日
  1月12日

日 10：15～11：45

10月11日
11月　8日
12月13日
1月10日

金 10：15～11：45

10月  2日
11月  6日
12月 4日
1月　8日

水 10：15～11：45

10月 8日
10月 29日
12月10日
1月  7日

火 13：30～15：00

【欧米経済史セミナー】現代資本主義の歴史的位置
三ツ石　郁夫　先生

　資本主義経済は19～20世紀の欧米
諸国において発達し、現代では多様な形
をとって広がっています。生産と消費、
市場と国家、グローバル関係はいかに
特徴づけられるでしょうか。現代資本
主義の立ち位置を考えます。
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【心理療法の基本セミナー】心理療法を俯瞰する
荻田　純久　先生

　心理療法に関しては、過去においても
現在においてもさまざまな立場、理論、
技法などが存在します。心理療法の未来
はどうなるでしょうか。本セミナーでは、
心理療法の基本について考えていきた
いと思います。

は Zoomによるオンライン開講です。以下のいずれかの方法で参加できます。

【オンライン（Zoom）セミナー】

【栽培学セミナー】冬野菜の生理・生態と栽培技術
森　太郎　先生

　実際にご家庭で畑やプランターを
使って冬野菜の栽培を行ってもらい
ます。皆さんの栽培体験を持ち寄り、
冬野菜の生理・生態と栽培技術に
ついて学んでいきましょう。

10月  4日
11月  1日
11月29日
12月20日

金 10：15～11：45

10月  5日
11月  9日
12月　7日
1月 11日

土 13：00～15：00

【保健学セミナー】心理・社会モデルから見た健康のすがた
伊藤　美樹子　先生

　人と人の関係や人と社会の関係から
現代の健康課題を参加者の皆さんと
一緒に考えたいと思います。

10月15日
11月 5日
12月10日
1月14日

火 10：15～11：45

 

 

 

zoom

zoom

①自宅でＰＣやタブレットからZoomに接続する 
②パソコンが苦手な方やご自宅にインターネット環境がない方：滋賀学習センターで受講する※

※事前に申し込みが必要です。定員および受講方法は以下のとおりです。
　　【保健学セミナー】８名：大型モニターを使った対面での受講
　　【心理療法の基本セミナー】３名 ：パソコンを使ったＷＥＢ受講 

詳しくは放送大学滋賀学習センターウェブサイトをご覧ください。

※ハイブリッド形式（対面 +オンライン）
　で実施します。
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事務室
からの
お知らせ

学生証・学割証・入構許可証の発行、インターネット配信、郵送
による教材の貸出、図書・再視聴室の利用期間や図書・教材の貸
出の方法、それぞれの手続きや分からないときの本部問い合わせ
先などについてご案内します。

学割証の発行について

■学生証の発行
＊学生証の発行には、写真票を大学本部に提出し、システムWAKABAに登録されていることが必要です。  
   大学本部での登録完了の後、学習センターで発行することになります。　
＊学習センター等を利用する場合に必要ですので、学期開始後から余裕をもって手続きにお越しください。
＊有効期限を超過したり退学等により学籍を失ったりした場合は、学習センターに返還してください。
＊学籍が継続する場合は、有効期限を超過した学生証を持参し、学生証の発行手続きをしてください。

全科履修生・修士全科生・博士全科生のみ利用できます。（選科履修生ならびに科目履修生は対象外です。）
①自宅の最寄り駅から学習センターに通学するための回数券（定期券不可）を購入できます。
　　＊JR西日本（2割引）瀬田まで購入可
　　＊京阪電車（2割引）京阪山科・京阪大津京・京阪膳所・京阪石山まで購入可
　　＊上記以外の私鉄をご利用の場合は、窓口までお問い合わせください。
　　＊学割証の有効期限は、発行日から１ヶ月です。

①事前申請受付：空席発表～ 10月 16日（水）13：00( 必着）
　滋賀学習センターウェブサイト（Google フォーム）または滋賀学習センター窓口または郵送での申請
②先着申請受付：10月 17日（木）15：00以降科目ごとに定められた受付期日まで
　滋賀学習センター窓口または郵送での申請

②自宅の最寄り駅から他学習センターの面接授業を受講するため、大学本部に通学するための普通乗車券
　（特急券不可）を購入できます。（片道 100ｋｍを超える場合のみ）
　＜科目登録決定通知書など、日時・場所が記載されたものをご提示ください。＞
　　＊JR（2割引）　例：瀬田→（米原経由）→海浜幕張
　　＊有効期限は、面接授業等の初日の 10日前から終了日の 5日後です。

■入構許可証の発行
＊車で来学される方は「入構許可証」が必要です。
＊「入構許可申請書」は「利用の手引き」最終ページに綴じ込んでいます。必要事項をご記入いただき、切り
　離して窓口にご持参ください。「入構許可証」を発行します。
＊入構許可証は発行年度のみ有効です。

※詳しくは、「学生生活の栞」学部：18頁～20頁、大学院：24頁～28頁を参照ください。

面接授業の追加登録について
※詳しくは、「学生生活の栞」学部：122頁～ 124頁、修士・博士：115頁～ 117頁を参照ください。

■空 席 発 表　：10 月 11日（金）15:00

※空席数については、システムWAKABA、または滋賀学習センター掲示板をご覧ください。電話による問
　い合わせもできます。10月 17日（木）15：00以降は、システムWAKABAで空席状況をリアルタイム
　で確認することができます。

※詳しくは、滋賀学習センターウェブサイト「滋賀学習センターからのお知らせ」を参照ください。

■対 象 者 ：令和 6年度第 2学期に学籍のある全ての全科履修生・選科履修生・科目履修生
■追加登録期間・申請方法

第２学期の窓口での手続きについて
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通信指導の提出について
　通信指導とは、放送授業が行われる科目および一部のオンライン授業科目について、各学期の途中に一回、
前半の一定の範囲から出題された課題について、その解答を提出することです。（2024年度第2 学期より
原則Web提出となります）通信指導に合格すると、単位認定試験の受験資格が得られます。

• 自宅等から、インターネットを通じて Web 単位認定試験システムにアクセスし、問題閲覧・解
答提出を行います。
•１科目 50 分の制限時間があります。( 一時停止不可、１回のみ受験可能 )
• 科目ごとに「択一式」「記述式」「( 択一式と記述式の ) 併用式」のいずれかの形式で出題されます。

・システム WAKABAのTOP 画面右側、「学内リンク」から「Web 単位認定試験」をクリックします。

11月 7日 ( 木 )10:00 ～１1月 28日 ( 木 )17:00

11 月 14日 ( 木 ) ～１1月 28日 ( 木 ) ≪必着≫

Web提出

郵送提出

・インターネットを通じて、提出期間中、いつでも自宅等から提出することができます。
・時間制限はありません。1回目の解答提出が採点の対象となります。

2024 年度第 2 学期単位認定試験 (2025 年１月実施 ) は、Web 受験方式 ( 一部科目※については郵送
受験方式 ) にて実施します。

単位認定試験について

1.  実施方法概要

1.  実施方法概要

２. 提出期間：提出期限を超過した場合は受理されません。

３. Web 提出が困難な方へ

2.  試験日程

3. Web 単位認定試験体験版について（試験期間前）

■ Web受験方式

■ 郵送受験方式 

◆単位認定試験体験版アクセス方法

■ Web通信指導による提出のみで実施します。（郵送提出科目※は除く）

・自宅等で解答を作成し、郵便で提出する方法で実施します。

・単位認定試験の受験場所を学習センターにしている場合に限り本部より通信指導冊子を送付します。
※詳しくは、「学生生活の栞」学部：64 頁～ 68 頁、大学院：64 頁～ 68 頁を参照ください。

※「市民自治の知識と実践（'21）、「日本政治思想史（'21）」、「文学批評への招待（'18）」、「日本美術史の近代
　とその外部（'18）」、「空間と政治（'22）」、「現実と向き合う政治理論（'22）」）のみ

• 1 月上旬ごろ大学本部から送られる問題用紙・解答用紙・提出用封筒を用いて、郵送で解答を提出します。

単位認定試験期間：「実施方法」・「出題形式」により試験期間が異なります。

実際の受験の際にスムーズに操作できるよう、受験に使用する予定の端末から、単位認定試験
期間までに、必ず体験版を操作しておいてください。

※「行政学講説（'24）」、「正多面体と素数（'21）」、「日本美術史の近代とその外部（'18）」  、「量子化学（'19）」
　のみ

■ 郵送提出科目

1月 19日（日）9：00～ 1月 23日（木）24：00

1月 19日（日）9：00～ 1月 27日（月）17：00

1月 19日（日）～ 1月 23日（木） ≪必着≫

記述・併用式科目

択 一 式 科 目

すべての出題形式

Web受験科目

郵送受験科目

※郵送提出は郵送提出科目、及びWeb 通信指導による提出が困難な場合に限ります。
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※詳しくは、「学生生活の栞」学部（106 頁）大学院（101 頁）　もしくは附属図書館のホームページ
　(https://lib.ouj.ac.jp/) でご確認ください。
※学習センター閉所日や開所時間外での大学本部附属図書館の図書資料の返却は、4号館 1 階玄関前に
　設置の返却ポストをご利用ください。

■ 閉 所 日 ： ○毎週月曜日・祝日
○年 末 年 始　　2024年 12月 29日（日）～ 2025年 1月 3日（金）　
○臨時閉所日　2024年 12月 28日（土）、2025年 1月 4日（土）

■ロッカーおよびメッシュケースの利用
　学習上必要とする教材以外の所持品（かばん等）は、図書・再視聴室には持ち込まないで、ロッカーを利用
してください。なお、貴重品は必ず身に付けてください。ロッカーの利用は当日限りとし、無料です。（利用す
る際には投入口に 100円必要ですが、使用後 100円は戻ります。）
　また、図書・再視聴室内にメッシュケースを置いていますので、教材等の持ち運びにご利用ください。
なお、メッシュケースの利用は当日限りとします。

図書室を活用しましょう！

■図書の貸出・返却
　大学本部の附属図書館を利用することができます。図書の貸出を希望する場合は、放送大学の OPAC で
蔵書の検索・貸出予約ができます。

図書・再視聴室の利用について
■利用内容： ○図書資料の閲覧　　　○印刷教材の閲覧　　 ○放送教材の視聴

■図書の閲覧： 図書資料は、書架から自由に取り出して閲覧できます。　　　　
■利用時間：  9：15～ 17：45　　

4. 自宅等での Web 受験が困難な方へ【要申請】
ご自宅にインターネット環境がない、またはパソコン操作が困難等の事情により Web 受験が困
難な方は、事前に申請を行うことで、単位認定試験を学習センターで受験することができます。

5．Web 単位認定試験の操作体験会について
2024 年 12 月上旬～ 2025 年 1 月上旬にかけ、学習センターで、Web 単位認定試験体験版
を用いた操作体験会を開催いたします。 学習センターで受験する方は、原則、操作体験会にご
参加ください。（日程につきましては、後日、滋賀学習センターウェブサイト、掲示版などでご
案内いたします。）

単位認定試験実施日までに大学本部から郵送される資料には、試験中に使用が認められる
物品等の重要事項が含まれますので必ず目を通してご確認ください。

①システムWAKABA で変更

②単位認定試験受験場所変更願（巻末様式 15）を郵送提出

◆学習センター受験申請方法

・「教務情報→変更・異動手続→単位認定試験受験場所変更」

※詳しくは、「学生生活の栞」学部：68 頁～ 77 頁、大学院：68 頁～ 77 頁を参照ください。

・申請期間   2024 年 10 月１日（火）～ 11 月 24 日（日）
・申請宛先   〒261-8586  千葉市美浜区若葉２－11 放送大学 学務部学生課 単位認定試験係 行
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滋賀学習センターにおける無線LANの利用申請について

学習相談会について

１１月2日(土)　文化祭および公開講演会 の開催について　

　2018 年度からセンター内で、個人の持込 PC・スマートフォン・タブレット端末による無線 LAN 接続が
可能となりました。無線 LAN の利用を希望される方は、必ずご本人が滋賀学習センター事務室へご来所のう
え、申請手続きを行ってください。申請用紙は滋賀学習センターのウェブサイトよりダウンロードするか、直
接窓口に来てください。

本学が指定するｅ-ラーニングのサイバーセキュリティ研修（システムＷＡＫＡＢＡ内右側メニュー
「放送大学自己学習サイト」の「情報セキュリティ研修（学生用）」を受講し、小テストに合格すると発行
される「修了証」を提示の上、必要事項を記入した「無線ＬＡＮ利用申請書」を滋賀学習センターの窓口
へご提出ください。「修了証」の提示が無い場合は、申請を受付できません。
※詳しくは「学生生活の栞」学部：112頁～ 113頁、大学院：107頁～ 108頁を参照してください。

　今回は、滋賀学習センター 2024 年度公開講演会とタイアップしています。学友会、学生の皆さん
よろしくお願いします。 

① 事務室窓口横のラックにある「学習相談会申込書」に必要事項を記入し、事務室に提出してください。
② 原則、セミナー終了後の学習相談会での相談となりますが、それ以外での相談の場合は、日時等を調整
　 後、ご連絡いたします。

日時 ： 2024 年１１月 2日 ( 土 )　　第 1部 9：30～  ／  第 2部 13：30～
会場 ： 龍谷大学瀬田キャンパス４号館  本会場：１０７教室 
＜第 1部　映画「天空の蜂」＞
＜第 2部　文化祭・講演会＞
　演題 ：『光る君へ』の世界－五節の舞姫と花山天皇の譲位－
　講師 ：京樂 真帆子（滋賀県立大学人間文化学部 教授・放送大学滋賀学習センター客員教授）
　定員 ： 150 名

所長および客員教員が学習相談に応じています。 ご希望の方は・・・    

学友会主催の文化祭および文化祭講演会を下記のように開催します。

※所長への学習相談は、随時受け付けていますので、お気軽に窓口までお申し出ください。

放送授業のインターネット配信について
　放送授業（テレビ科目、ラジオ科目）は、パソコンやスマートフォンなどで開設期間中ならいつでも視聴
することができます。ただし、インターネット配信はストリーミング配信ですのでダウンロードすることが
できず、視聴中は常に通信費がかかる場合があります。通信費のかからないWi-Fi 環境等での視聴を推奨し
ます。
※システムWAKABA －学内リンク－放送授業のインターネット配信

放送教材（DVD/CD）の室内視聴と放送教材の貸出について
　放送教材は、室内視聴が可能です。（登録科目以外の放送教材も視聴できます。）2020 年度以降（大学院は
2019 年度以降）の新規開設科目につきましては、放送教材（DVD/CD）の配架は行いません。配架中の放
送教材は閉講になるまで視聴できます。インターネット視聴端末では全科目の視聴ができます。
※放送教材の貸出は、現在登録している科目及び再試験科目の放送教材を郵送にて大学本部からご自宅に取
　り寄せることができます。往復の送料は、貸出希望者の負担になります。
※詳しくは「学生生活の栞」学部：33 頁～ 35 頁、大学院：45 頁～ 47 頁、「利用の手引き」11 頁～ 12
　頁を熟読してください。

※

※受付はそれぞれ 30分前
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【セ】京樂 10:15

【セ】京樂 10:15【セ】平井 10:15

【セ】森 10:15
第２学期オンライン授業開始（～2/28まで閲覧可能）

集中科目履修生（司書教諭）単位認定試験課題提出期限　

面接授業事前申請受付（ ～10/16 13：00）

閉所日

閉所日(振替休日)

閉所日（文化の日）

閉所日

閉所日

閉所日

閉所日

閉所日

閉所日　年末閉所日（～12/31）

閉所日

閉所日

閉所日

臨時閉所日（冬季）

面接授業

面接授業

第2学期通信指導提出期限

【セ】森 10:15

【セ】平井 10:15

【セ】森 10:15

【セ】京樂 10:15

【セ】三ツ石 13:30

【セ】＝セミナー

スケジュール

第2学期放送授業開始（～1/20）
滋賀大学附属図書館利用申請受付開始(～10/20)

2024年度卒業研究報告書提出期限
2025年度大学院博士全科生・修士全科生入学者第１次選考合否通知

閉所日

面接授業
　
2025年度大学院修士全科生入学者第ニ次選考（面接試問）

面接授業　
2025年度大学院修士全科生入学者第ニ次選考（面接試問）
面接授業
　
2025年度大学院修士全科生入学者第ニ次選考（面接試問）

2025年度大学院博士全科生、修士全科生入学者第ニ次
選考合格通知

閉所日（勤労感謝の日）

第2学期通信指導提出期間（～11/28）

第2学期面接授業追加登録開始（先着順）
 (科目ごとに定められた追加登録受付期限日まで) 

滋賀大学附属図書館利用申請締切

2025年度大学院博士全科生・修士全科生入学者第一次選考
（筆記試験）

◇表紙写真説明

閉所日

閉所日

面接授業

面接授業

面接授業

面接授業

面接授業

面接授業

面接授業

閉所日（スポーツの日）

面接授業

面接授業

面接授業

面接授業

面接授業空席発表（15：00）

学友会(かいつぶり)文化祭
第3回公開講演会

Shiga Study Center, The Open University of Japan 樹滴第133号

【セ】荻田 13:30

【セ】伊藤 10:15（対面＋　　　　　）

【セ】伊藤 10:15（対面＋　　　　　）

【セ】伊藤 10:15（対面＋　　　　　）

面接授業

【セ】荻田 13:30（オンライン）

【セ】荻田 13:30（オンライン）

面接授業　
【セ】平井 10:15

【セ】三ツ石 13:30

【セ】糟野 10:15

【セ】糟野 10:15

【セ】糟野 10:15

【セ】森 10:15

【セ】三ツ石 13:30

２０２4年度第1学期卒業証書・学位記授与式


